
（平成22年～令和4年）

年 事件種別 新　受 既　済 平均審理期間（月）

建築請負代金等 1786 2101 15.4

建築瑕疵損害賠償 445 543 25.7

建築請負代金等 1670 1790 14.6

建築瑕疵損害賠償 437 451 27.3

建築請負代金等 1774 1772 14.3

建築瑕疵損害賠償 447 450 25.5

建築請負代金等 1594 1610 15.2

建築瑕疵損害賠償 442 443 26.2

建築請負代金等 1534 1495 15.7

建築瑕疵損害賠償 464 422 25.2

建築請負代金等 1459 1518 16.3

建築瑕疵損害賠償 515 446 24.8

建築請負代金等 1500 1498 16.5

建築瑕疵損害賠償 467 533 25.2

建築請負代金等 1535 1453 16.1

建築瑕疵損害賠償 441 456 25.5

建築請負代金等 1430 1398 16.5

建築瑕疵損害賠償 486 439 24.6

建築請負代金等 1565 1416 16.6

建築瑕疵損害賠償 488 449 26.1

建築請負代金等 1533 1278 17.3

建築瑕疵損害賠償 438 378 27.6

建築請負代金等 1487 1565 18.7

建築瑕疵損害賠償 502 489 29.3

建築請負代金等 1341 1522 19.4

建築瑕疵損害賠償 489 517 27.0

（注） １　建築関係訴訟事件は統計上、建築請負代金等事件と建築瑕疵損害賠償事件の２

２　建築請負代金等は、建物建築に関する請負代金、工事代金、設計料、報酬金等

　を請求する事件をいう。建築瑕疵損害賠償は、建物建築に関する設計、監理、施

　工等の建築瑕疵を理由とする損害に関する事件をいう。

３　本表の基礎となる事件数は、地方裁判所民事第一審のものである。
４　令和４年の数値は、速報値である。

建築関係訴訟事件の処理状況及び平均審理期間
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